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 (a) 正曲げ (b) 負曲げ 
図1 制振構面曲げ変形時の応力状態 
する。一般に，スタッド－スラブ系の力学性能を把握するためには，標準押し抜き試験が用いられており 5)，その最大せん断耐力評































 (a-1) 無軸力（実験） (a-2) 一定圧縮軸力（実験） (a-3) 変動軸力（実験） 
 













ンクリート諸元，鉄筋諸元，載荷履歴を変数とした 14 体の試験体について繰り返し載荷実験を行った（図 3）。その結果，コンクリ
ートスラブが引張応力を受ける場合，最大せん断耐力が圧縮応力下に比べて大きく低下することに加え，スタッド－スラブ系の力学
性能には，圧縮・引張応力下で相互作用があることが明らかになった。さらに，合成梁要素試験体より得られる最大せん断耐力は，

































































7) Eurocode 4., “Design of composite steel and concrete structures Part1-1: General rules for buildings”, 2004 
8) AISC., “Specification for Structural Steel Buildings,” 2016 
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 (a) 塑性変形能力 (b) 累積塑性変形能力 
図5 提案する新規指標による保有性能評価 
